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昭和 47年度 (1972)
抄録集
千葉大学医学部公開講座
日時 昭和 47年 9月4日(月)'"9月8日(金)
午後 4時"， 6時
場所 千葉大学医学部記念講堂地下会議室
主催 千葉大学大学院医学研究科 
1. 生検による細胞組織学的診断法
(微細形態を中心に)
組織の一部を切り取って形態学的あるいは生化学的な
方法によって診断，治療法の適応，予後などを知ること
は，近代医学がはじまって以来皮膚科，婦人科などで行
なわれた。最近の内視鏡の発達による直視下の組織の採
集や，電子顕微鏡そのほかの方法の進歩があっても，生
検による診断は，たとえリスクを最少にするという制約
がなくても，一般に困難なことが多い。たとえば精液内
精子の電顕像をみても，不妊かどうかの診断は無力なこ 
司会z 永野俊雄(二解)
とが多い。しかし一方 histiocytosisX，肝のリピド沈
着症，腎のアミロイドなどは，生検による診断法は有力
である。
この講座では各科で行なわれているバイオプシイのい
くつかの例について，その応用と限界について発表して
いただき，おわりにオートプシイによる見解をつけ加え
ていただく予定である。 
1-1. 生検腎の形態学的検索
岡田正明(中検) 
1950年代に導入された生検針による腎組織の形態学
的検索は，その後電子顕微鏡，免疫化学の適用を加え
て，それまでほとんど全面的に頼っていた剖検例からの
形態学的検索，実験的腎疾患を用いての病態発生の解明
への成果を土台として，人の腎疾患の病理学的知識を飛
躍的に前進させた。今回は諸種腎疾患時の生検腎の病理
形態学的検索，特に糸球体病変の現在の水準を示し，あ
わせて 1'" 2の新知見を紹介する。腎糸球体の形態学的
変化はおおよそつぎ、のような質的な要素に分けられる。 
① 細胞の増減 ② 細胞間物質の量の変化 
③ H異物"の沈着 ④ 組織の退行性変化
大部分の糸球体病変はこれら要素の組合せ，強弱およ
びその分布によって表現される。病理学者としては，こ
のようなさまざまな組合せで表現される病変を，病因と
結びつけ，治療方針を定め，予後を予測し，治療効果
を判定することが義務であろう。そのためには疾患の 
natural history と病態発生への追求が不可欠である。
1-2-1. 肝生検による診断一一中毒性(薬剤および
アルコール)肝障害について一一
伊藤 進(ー内)
肝の生検法はすでに確立され，ほぼルーチン化し，肝
疾患その他の疾患にさいし重要な診断治療の尺度になっ
ている。今回薬剤およびアルコール肝障害をとりあげ，
その意義を論じたい。 
① 薬剤肝障害にかんしては，その基本的病型として
胆汁うっ滞，肝細胞の脂肪化，空胞化，腫脹，壊死など
をとりあげ，微細構造の変化，たとえば薬剤代謝に関連
する小胞体との関連について述べた。 
② アルコーJレ肝障害については，脂肪肝，アルコー 
Jレ性肝炎，肝硬変のそれぞれの特長的所見と，その意義
について述べた。また従来アルコール肝障害の特長的所
見といわれたアルコール硝子体については，その組織化
学的性状と意義について述べた。とくに他疾患時にも出
現し，細胞小器官との関連性を考えさせる特異な病変で
あることを論じた。また変性壊死の加重による病変が，
肝硬変への主誘因であることを組織学的に考察した。
